








































学会の規定に基づき選考の対象となった作品は、『まなびあい』第 13号（2020 年 10
月 30 日発行）に掲載されているうちの８作品（学部生、大学院生、卒業生、修了生な
どが執筆した論文・エッセイ・現場からの声・在学生の活動報告・卒業生の活動報告・
リレーメッセージ）です。選考委員会の開催に先立って読者（主に在学生）から提出
されていた推薦書の集計結果（得票件数、評価項目、推薦理由コメント）も参考にし
て議論をしました。
まず、各選考委員が受賞にふさわしいと考える作品とその理由を報告して候補を絞
り、さらに自由に意見を出し合って議論をしていきました。今回は投票による多数決
ではなく、議論を進めていく中で、大橋氏・富田氏と島田氏の２作品を受賞作品とす
ることが決定致しました。
３．受賞作品の講評
１）大橋理美氏・富田文子氏著「青年期・成人期重度知的障害者の自己決定支援の在り方に
関する研究─支援者による自己決定支援の阻害要因と利用者に対する影響─」について
　大橋氏の卒業論文を加筆修正したこの作品は、青年期・成人期重度知的障害者の自
己決定支援の方法を明らかにしようとした研究論文です。自己決定支援において利用者
の「どちらでもいい」という意志を支援者が認識することの必要性について言及してい
る点は、読者に新たな気付きを与えるものであり、学生読者や選考委員から評価を受け
ました。また、コミュニティ福祉学部での学びの集大成である卒業論文として、学生時
代の到達点のロールモデルにもなり学生読者に好影響を及ぼすことなど、卒業論文とし
ての完成度・質の高さを評価する意見もありました。
２）島田将太氏著「コロナウイルスによる相談者の変化と、これからの相談支援機関の担う
役割」について
　この作品は、総合相談支援機関に勤務する卒業生が相談支援機関の実際の活動につい
て報告した「現場からの声」です。コロナ禍の影響にも言及していることから、今の時
代を反映している、記録として残ることを考えた時に価値がある、コロナ禍の現場と分
析の両方が記載されているという点を評価する意見がありました。また、コミュニティ福
祉学部の理念に近い考察がされている、大学時代の学びにも言及している、読者のこれ
からの研究を促進させる、読者への影響力がある点も評価され、実際に学生読者からは、
大学で学んでいることや将来の仕事の参考になるという推薦理由があがっていました。
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４．まとめ
今回の選考対象が８作品あったことは有り難いことですが、受賞作品を選考することに
難しさもありました。作品が論文・エッセイ・現場からの声・在学生の活動報告・卒業生
の活動報告・リレーメッセージと多様だったからだけでなく、いずれの作品も読み応えがあ
り何らかの特長があったためです。その中でも結果として、コミュニティ福祉学部らしく、
読者への影響力がある点を評価された作品が研究系と実践系から１つずつ受賞作品となり
ました。大橋さん・富田先生、島田さん、受賞おめでとうございます。
